
 
 
 
 

令和５年 第１０回 
 
 

戸田市教育委員会定例会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和５年１０月１９日 

戸田市教育委員会 



第１０回教育委員会（定例会）次第 
１ 開会 
 

２ 前回の会議録の承認 
 

３ 校長プレゼン  別添 「喜沢中学校区小中一貫教育」 
 

４ 教育委員提案  別添 資料№１のとおり 
 

５ 報告事項    別添 資料№２のとおり 
 

６ 議事                                      ページ 

（１）議案 

議案第２６号 戸田市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則･･････････････････････１ 

議案第２７号 戸田市教育委員会学校教育功労者表彰規程第２条の運用基準の一部変更について

【秘密会】･･････････････････････････････････････････････････････････････４ 

議案第２８号 彩湖自然学習センター（みどりパル）開館時間の変更について････････････････６ 

議案第２９号 令和５年度一般会計・特別会計（教育委員会関係）１２月補正予算（案）について 

【秘密会】･･････････････････････････････････････････････････････････････７ 
 

７ その他 

（１）次回の教育委員会の日程（案） 

令和５年１１月１６日（木）午前９時３０分～  

（２）その他 
 

８ 閉  会 



戸田市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則（案）の概要について 

 

 

 

〇 改正内容 

 

（１）戸田市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 

 

令和５年４月１日付け定期人事異動により、危機管理監の職位が次長職から

部長職に変更となること等に伴い、戸田市行政組織規則が改正される。これに

より、引用条文について形式的な改正が必要となる。 

 

（２）施行期日 

 

公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 
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フリーテキスト
議案第２６号





 

   戸田市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則（案） 

 戸田市教育委員会事務局組織規則（昭和４８年教育委員会規則第５号）の一

部を次のように改正する。 

 第４条第７項中「、第８条及び第１０条」を「及び第９条」に改める。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 
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1 
 

戸田市教育員会事務局組織規則新旧対照表 

改正前 改正後（案） 

第１条～第３条 （略） 第１条～第３条 （略） 

 （職及び職務）  （職及び職務） 

第４条 （略） 第４条 （略） 

２～６ （略） ２～６ （略） 

７ 教育部長、参事、参与、次長、室長、副参事、課長、担当課

長、主幹、副主幹、主査、主任、専門員、主事、技師、主事補

及び技師補、技師補、統括主任業務員、統括主任調理士、主任

業務員、主任調理師、業務員及び調理士の基本的な職務は、戸

田市行政組織規則（平成１７年規則第７号）第７条、第８条及

び第１０条から第１７条までの規定を準用する。 

７ 教育部長、参事、参与、次長、室長、副参事、課長、担当課

長、主幹、副主幹、主査、主任、専門員、主事、技師、主事補

及び技師補、技師補、統括主任業務員、統括主任調理士、主任

業務員、主任調理師、業務員及び調理士の基本的な職務は、戸

田市行政組織規則（平成１７年規則第７号）第７条及び第９条

から第１７条までの規定を準用する。 

８～１２ （略） ８～１２ （略） 

第５条・第６条 （略） 第５条・第６条 （略） 

附 則 （略） 附 則 （略） 

 附 則 

 この規則は、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用

する。 
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彩湖自然学習センター（みどりパル）開館時間の変更について 

 

１ 実施期間  令和５年１１月２３日（木・祝）～令和５年１２月２８日（木） 

 

２ 実施施設  彩湖自然学習センター（みどりパル） 

   

３ 延長時間・内容 

 上記の期間中、午後４時３０分から午後４時４５分までの１５分間、

開館時間を延長し、５階展望室及び展望広場、１階玄関までの通路の

利用を認める。ただし、悪天候の場合は、中止する。 

 

４ 周知方法  ・広報戸田市１１月号 

・館内ポスター掲示 

        ・彩湖自然学習センターホームページ掲載 

        ・Facebook（フェイスブック）等ソーシャルメディア 

（資料映像）彩湖自然学習センターからの夕日 

  

参考資料 戸田市立郷土博物館条例施行規則 ～抜粋～ 

（開館時間） 

第４条 郷土博物館の開館時間は、午前１０時から午後４時３０分までとする。ただし、

戸田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が必要と認めたときは、これを変

更することができる。 
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 水 ◎ 学校訪問（戸田東中） ９：００－１７：００ 戸田東中 教育政策室

2 木 第4回就学支援委員会 就学に係る業務 １４：００－１６：３０ 教育センター 教育政策室

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金 ◎ 学校訪問（新曽小） ９：００－１７：００ 新曽小 教育政策室

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 ◎ 学校訪問（新曽北小） ９：００－１７：００ 新曽北小 教育政策室

21 火

22 水

23 木

24 金
蕨・戸田青少年健全育成

地域の集い
１５：００－１７：００ オンライン 教育政策室

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水
第３回戸田市難聴言語通級指
導教室入級支援委員会

難聴言語通級指導教室入退級に係る業務 １５：３０－１６：３０ 教育センター 教育政策室

30 木

１１月教育委員会関係【会議】日程表

会議名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 水 人権教育指導者研修会 高齢者の人権「こころの健康とからだの健康」 １４：００～１５：３０ 文化会館 生涯学習課

1 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

1 水 芦原小開校記念日

2 木 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

3 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

3 金 40周年としょかん感謝祭
戸田市立図書館創立40周年記念

利用者の方をはじめ市民の皆様への感謝祭
９：１５～１６：００ 中央図書館 生涯学習課

4 土 40周年としょかん感謝祭
戸田市立図書館創立40周年記念

利用者の方をはじめ市民の皆様への感謝祭
１０：００～１６：３０ 中央図書館 生涯学習課

4 土 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
※施設のWi-Fiを利用したZOOM体験ミニ講座

9:00～１2:00 美笹公民館 生涯学習課

4 土 新曽中開校記念日

5 日
ビッグバンドジャズオーケスト

ラ演奏

公民館で気軽な気持ちで楽しいジャズを堪能
し、音楽に直接触れ、音楽の素晴らしさを通し
て、市民の文化教養の高揚を高めます。

１３：３０～１５：３０ 新曽公民館 生涯学習課

5 日 40周年としょかん感謝祭
戸田市立図書館創立40周年記念

利用者の方をはじめ市民の皆様への感謝祭
９：３０～１６：３０ 中央図書館 生涯学習課

5 日 親子でオリエンテーリング
センター周辺の自然を楽しみながら親子で協

力してオリエンテーリングをする
１０：００～１２：００

彩湖自然
学習センター

生涯学習課

6 月
【市民大学講座】

姿勢を整えるピラティス入門
講座

ピラティスの基本を学び、身体能力を上げ、持
久力をつける。（３回目：全４回）

１０：００～１１：３０ 新曽公民館 生涯学習課

7 火 人権教育指導者研修会 同和問題と人権「暮らしの中の人権」 １４：００～１５：３０ 文化会館 生涯学習課

8 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

9 木
【市民大学講座】フレッシュ短
歌講座～言葉が「うた」になる

とき～①

市内在住の歌人高柳蕗子さんを講師に、短歌
のつくり方や現代短歌の鑑賞、ワークショップ

等、新しい短歌にふれる講座。
１０：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

9 木 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

9 木 英語でポップスを歌おう
懐かしのオールディーズを中心に楽しく英語で

歌う
１４：００～１５：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

10 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

11 土 子供映画会 「トムとジェリー2」(52分) １０：３０～１１：３０
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

11 土
子どもたちでチャレンジおいし

い料理づくり教室
子どもにもできる手軽で簡単な料理を楽しく作

る
１０：００～１２：３０ 新曽公民館 生涯学習課

11 土
IT相談（スマホ・パソコン質問

コーナー）

パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談

※施設のWi-Fiを利用したZOOM体験ミニ講座
１３：００～１６：００ 下戸田公民館 生涯学習課

11 土 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

12 日
【市民大学講座】彩湖周辺の
野鳥観察②フィールド編

彩湖周辺を徒歩で巡り野鳥を解説付きで観察
します。

１０：００～１２：００
彩湖自然
学習センター

生涯学習課

12 日
パルシアターとかみとだおは

なし会

上映作品
「チップとデール」

3歳児～小学校低学年向けの絵本の読み聞か
せ、おはなしなど。

１４：００～１５：００
あいパル3階
研究室

生涯学習課

12 日
【市民大学講座】文化財街歩

き
戸田市史ある記マップの笹目コースを巡りま

す。
１３：３０～１５：３０ 戸田市笹目地区 生涯学習課

13 月 人権教育指導者研修会
性の多様性「性の多様性をめぐる人権教育の
課題」

１４：００～１５：３０ 文化会館 生涯学習課

14 火 県民の日

15 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

１１月教育委員会関係【行事・講座等】日程表

会議名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課会議名

16 木
【市民大学講座】フレッシュ短
歌講座～言葉が「うた」になる

とき～②

市内在住の歌人高柳蕗子さんを講師に、短歌
のつくり方や現代短歌の鑑賞、ワークショップ

等、新しい短歌にふれる講座。
１０：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

16 木 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０
のいずれか１回５０分

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

17 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

18 土 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

18 土 野鳥を見よう②
野鳥を中心に、その時見られるいきものを観察

する
９：００～１１：００

彩湖自然
学習センター

生涯学習課

19 日 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
※施設のWi-Fiを利用したZOOM体験ミニ講座

１３：００～１６：００ 新曽公民館 生涯学習課

19 日 ぬいぐるみおとまり会
ぬいぐるみを預かって、閉館後のあいパル探検
や仕事を体験する様子を写真に収め、ぬいぐ

るみに添えてお返しします。

①１０：３０～１１：３０
②１３：３０～１４：３０

あいパル2階
和室

生涯学習課

19 日 【市民大学講座】文化財講座 文化財の保存と修理について １３：３０～１５：３０ 郷土博物館 生涯学習課

20 月
【市民大学講座】

姿勢を整えるピラティス入門
講座

ピラティスの基本を学び、身体能力を上げ、持
久力をつける。（４回目：全４回）

１０：００～１１：３０ 新曽公民館 生涯学習課

21 火 修学旅行（笹目東小）～２２日

22 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

22 水
【市民大学講座】フレッシュ短
歌講座～言葉が「うた」になる

とき～③

市内在住の歌人高柳蕗子さんを講師に、短歌
のつくり方や現代短歌の鑑賞、ワークショップ

等、新しい短歌にふれる講座。
１０：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

22 水 リーディングスキルフォーラム リーディングスキル育成に係る講演等 １５：０５－１６：３０
笹目小学校及び
オンライン

教育政策室

23 木 託児サービス
保護者が図書館でゆっくりと本を選んだり、
学習ができるように、保育士が子どもを預かる

①９：３０～１０：２０
②１０：３０～１１：２０
③１１：３０～１２：２０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

23 木 大人のパルシアター
上映作品
「雨に唄えば」

１４：００～１６：００
あいパル3階
ホール

生涯学習課

24 金 みんなでパルるんひろば

前半は絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡な
ど。
後半は保護者同士の交流や、保健師への相談
ができます。

１０：３０～１１：３０
あいパル3階
軽体育室

生涯学習課

24 金 人権教育指導者研修会
障害のある人の人権「障害のある人の人権～
誰もが自分らしくあたり前の暮らしをするために
～」

１４：００～１５：３０ 文化会館 生涯学習課

25 土 おうちで絵本ひろば
図書館司書による絵本の選び方や絵本による

子育てについての話
※おはなし会ではありません。

１０：３０～１１：００
あいパル2階
和室

生涯学習課

25 土 おはなしの部屋 読み聞かせ、昔話などの語り １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

25 土
歴史ガイドとめぐる新曽地域

の歴史ツアー
武蔵野の面影を残す新曽地区の歴史を散策す

る
１３：３０～１５：３０ 新曽公民館 生涯学習課

25 土 戸田市算数・数学フェスティバル 小４～６、中１～３を対象とした数学コンテスト ９：００－１２：００ 文化会館 教育政策室

25 土 下戸田公民館まつり
下戸田公民館認定サークルの活動発表や作

品展示
１０：００～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

26 日 下戸田公民館まつり
下戸田公民館認定サークルの活動発表や作

品展示
１０：００～１５：００ 下戸田公民館 生涯学習課

26 日 第２回こども自然クラブ
自然とふれあいながら生きもののすばらしさや

面白さを知る
１０：００～１２：００

彩湖自然
学習センター

生涯学習課

26 日
〇△□のひみつ

～マークにかくされたおやくそ
く～

マークがあるのは何のため？マークのひみつ、
考えてみませんか？子ども向け"法"セミナーで

す！
１３：３０～１４：３０

あいパル3階
研究室

生涯学習課

27 月

28 火 絵本の読み聞かせ 絵本の読み聞かせ・紙芝居等 １０：３０～１１：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

29 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

30 木

15
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喜沢中学校区の小中一貫教育について

戸田市教育委員会プレゼン 令和５年１０月１９日
1



喜沢中
在校生徒数
５１４名

（令和５年１０月）

喜沢小出身者 ７０
名

戸二小出身者 ４３
６名

2



喜沢中学校区の小中一貫教育の視点

Ⅰ 小中一貫教育推進のための組織
Ⅱ 中学校区が目指す児童生徒像、重点目標を設定、共有
Ⅲ 教師の意識コネクト
Ⅳ 児童生徒の心コネクト
Ⅴ ９年間を見通したカリキュラム編成
Ⅵ 家庭・地域との連携強化

3



視点Ⅰ 小中一貫教育推進のための組織

プロジェクト委員会 学年会
サポートミーテイング 生徒指導部会
RTIミーテイング 教育相談部会
道德部会 学力向上推進委員会
特活部会 研修推進委員会
特別支援部会 進路指導委員会

東部地区校長会（喜沢小、戸二小、東小、東中、喜沢中）での
情報共有、意見交換

小学校 中学校

生徒指導加配
教頭 教務

4



視点Ⅰ 小中一貫教育推進のための組織

東部地区校長会（喜沢小、戸二小、東小、東中、喜沢中）での情報共有、意見交換

●毎回、１校長が
プレゼンでの

ピアレビュー
●毎回、熱い議論

「戸田市の教育は東部から」

5



視点Ⅱ 中学校区が目指す児童生徒像、重点目標を設定、共有

未来を力強く切り拓くことのできる児童生徒

未来を生きる力を育成するための授業改善

２P＝ 「PBS」「PBL」

 

令和５年度 小中一貫教育推進に関する事業計画 

喜沢中学校区 

喜沢中「心を磨き 体を鍛え 知恵を学ぶ」 

喜沢小「夢と希望をもち  

未来社会を心豊かにたくましく生きる喜沢っ子の育成」 

戸二小「心豊かに ２１世紀をたくましく生き抜く子 

               ・創造性・問題発見力・論理力・学ぶ主体性」 

目指す児童生徒像 未来を力強く切り拓くことのできる児童生徒 

重点目標 
・未来を生きる力を育成するための授業改善 

・「生徒指導」「教育相談」の連携 

  

 主な取組 主な工夫・手立て 

授業力向上（教師） 

学 力 向上 （児 童・ 生

徒） 

〇学力の向上及び 21 世紀型

スキル(PBL、ICT 活用能

力、プレゼン能力、英語

力、非認知能力）の向上

を図るための９ヶ年を見

通した授業改善 

○ＰＢＳの実践 

・教務主任、主幹教諭によ

る小中一貫教育の教育課

程の確認。 

・指導課訪問での相互授業

参観及び研究協議会への

参加。 
 

生徒指導 

教育相談 

〇小中連携対応教諭による

小学校訪問 

〇進学時における中学校に

よる小学校６年生の授業

参観及び情報交換 

○ＰＢＳの実践 

・生徒指導、教育相談に関

して小中一貫教育の課題

を見いだし、会議を設定

して課題解決を図る。 

・喜沢中に入学する児童理

解を図り、入学後の学校

生活を支援する。 

・ポジティブな行動をポジ

ティブに支援するＰＢＳ

の実践。 

その他 

（交流活動等） 

○学校公開 

○部活動公開 

〇喜沢中生徒会による学校

説明会 

○中学校体験入学 

〇小中合同引き渡し訓練 

・入学後に安心な学校生活

を送れるよう、児童生徒

が多くふれあう機会を設

定する。 

重点目標

目指す児童生徒像

主な取組

6



R5 喜沢小の「PBS」を中学校区の取組へ

7



R5 喜沢小の「PBS」を中学校区の取組へ

PBSを
明記

8



R5 喜沢小の「PBS」を中学校区の取組へ

PBSを
明記
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視点Ⅲ 教師の意識コネクト

・小学校で教科担任制
・学校訪問等での相互授業参観
・中学校職員の小学校訪問

・入学前の情報交換
・ぱれっとルーム参観
・入学前の情報共有

（校長間、学年担任間）

学力向上

生徒指導、教育相談

小学校教員の中学校授業参観

10



視点Ⅲ 教師の意識コネクト
生徒指導教員兼務発令

中学校教員と談笑する６年生児童

小学校のプロジェクトに参加する
中学校教員

中学校教員による
小学校での授業

11



視点Ⅳ 児童生徒の心コネクト

小学校まちたんけんによる中学校訪問 生徒会による小学校訪問

取組① 取組②
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視点Ⅳ 児童生徒の心コネクト

６年生対象 授業参観、部活動公開 １日体験入学

取組③ 取組④
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視点Ⅳ 児童生徒の心コネクト

兼務発令教員による６年生への授業

取組⑤

特別支援学級三校合同交流会

取組⑥

14



視点Ⅴ ９年間を見通したカリキュラム編成

小学校でのPBL
の取組をもとに

中学校でのPBL
のカリキュラムをつくる

コンセプト

15
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ひまわり学級PBL  みんなで解決

18
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小学校のPBLについて
①課題解決に向けて、先生方がファシリテーターとなって
推進させている。
②児童はGoogleフォームを使ってアンケートを作成したり、
動画作成ソフトを使ってＣＭ作りをしたり、ＩＣＴスキルが
高い。
③グループ間での交流の機会を多く作っている。外部機関と
の交流もある。

小学校のPBLをもとに中学校では
自己決定する力や自分自身で深く考えようとする力を中学校
では伸ばしていく。

21



流れ 教員が意識すること 手法の例
①課題の設定 ・アイディアが浮かばない子には助言

をする。
・ターゲットと目的を明確にさせる。
・調べ学習で終わらず、実行に移せる
テーマとなるよう助言する。

・イメージマップを活用したワーク
シート。（資料有）

②情報の収集 ・情報収集前に、正しく課題を理解し
て、焦点をしぼれているか確認。
・情報源は適切であるか意識させる。
（ネットに載っているものの信憑性）

・現地での取材。
・Chromebookのカメラ機能を使用し
た写真や動画撮影。
・アンケート作成。（Google Forms
やロイロノート）

③整理・分析 ・相手にわかりやすくまとめられてい
るか。様々な人の立場や環境などを配
慮して考えられているか。解決策を具
体的に考えられているか。適切な相手
に向けて示しているか。
など、第三者目線でアドバイス。

・ロイロノートのシンキングツール。

④まとめ・表現 ・様々なアイデアや数字などの根拠の
あるデータで分析しているか。（アン
ケート結果や現地の写真撮影など）
・感想や調べたことだけではなく、自
分たちの考えや提案が示されているか。
（目的意識）

・成果物作成、スライド。（資料有）
・クラス内発表、クラス問わず近い
テーマで集まっての発表。

⑤検証・振り返り ・発表後の意見や考えをもとに、改め
て、どのような問題として捉えなおす
ことができているか。
・今回の課題設定からまとめ・表現ま
でに何を学ぶことができたか考えさせ
る。

・自己評価、相互評価、振り返りシー
ト
（資料有）

PBL
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小学校でのICT活用
・係の掲示物や運動会等の感想をまとめた掲示物は、Googleスライドや
Canvaを活用している。デザインを自ら考えて作成している。
・YouTubeを活用した楽器の演奏の練習を行っている。
・算数はキュビナ、スマイルネクストドリル、ドリルパークのAIドリルを
活用している。
・担任の教員からの連絡（時間割のお知らせ・持ち物の指示等）は、
Googleクラスルームのストリームで配信している。
・図工や書写の作品はクロームブックで撮影をし、e-ポートフォリオとし
ている。
・児童の考えの集約はジャムボードを使用している。
・タイピング力がある。クロームブックは毎日持ち帰っている。

９年間を見通したICTの活用

23



中学校でのICT活用
【各教科、総合的な学習の時間】
・ロイロノートを活用したアクティブラーニング

資料や回答を共有し学び合う授業 思考を可視化して思考力を育成する授業
・電子化した授業プリントを使った授業
・デジタル教科書を活用した授業
・グーグルミートを活用した資料の提示
・スマイルネクストドリルを活用した練習問題への取り組み
・Ｃａｎｖａを活用した掲示物の作成
・カメラ機能を活用した観察記録や実技技能の向上
・検索機能を活用した必要な情報の収集
・YouTube等を活用した資料の収集や手本の確認
【委員会活動、部活動】
・グーグルクラスルームを活用した資料の共有・編集・保存、諸連絡の確認
・カメラ機能を活用した実技技能の向上

９年間を見通したICTの活用
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視点Ⅵ 家庭・地域との連携強化

・小中合同避難訓練
（引き渡し訓練）
・学校運営協議会
・新入生保護者説明会
・学校紹介ビデオ

小中合同避難訓練

取組
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視点Ⅵ 家庭・地域との連携強化

３校合同学校運営協議会

26



新入生保護者説明会

視点Ⅵ 家庭・地域との連携強化
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成果 中学生になってからの不登校の減少
PBLの充実

課題 学力のさらなる向上

成果・課題
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資料 ＮＯ．１ 
 
 
 
 
 
 

教育委員提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年第１０回教育委員会(定例会) 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案 
ページ 

 
① 公民館のWi-Fi環境の整備について（木村委員）･･･････････････････････････････････････１ 
（生涯学習課） 

 

 



公
民
館
の
W
i-F
i環
境
の
整
備
に
つ
い
て

戸
田
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

教
育
委
員
提
案

1



市
内
公
民
館
の
紹
介

下
戸
田
公
民
館

（
東
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

新
曽
公
民
館

（
新
曽
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

美
笹
公
民
館

（
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

施
設
概
要

19
74
年
（
昭
和
49
年
）
竣
工

下
前
１
－
２
－
２
０

19
77
年
（
昭
和
52
年
）
竣
工

大
字
新
曽
13
95

19
72
年
（
昭
和
47
年
）
竣
工

美
女
木
５
－
２
－
16

併
設
施
設
や

特
徴

併
設
︓
市
民
課
東
部
連
絡
所
、

図
書
館
下
戸
田
分
室

特
徴
︓
体
育
室
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
平
日
夜
間
や
土
日
な
ど
仕
事

を
し
て
い
る
世
代
の
利
用
が
多
い

認
定
サ
ー
ク
ル
数
︓
23

特
徴
︓
33
5名
を
収
容
で
き
る

ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
活

動
発
表
会
や
演
劇
・
音
楽
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多

い 認
定
サ
ー
ク
ル
数
︓
9

併
設
︓
市
民
課
美
笹
支
所
、

図
書
館
美
笹
分
室

特
徴
︓
周
辺
地
域
の
市
役
所
窓
口

と
し
て
機
能
し
て
い
る

認
定
サ
ー
ク
ル
数
︓
10

2



各
公
民
館
に
て
IC
Tの
推
進
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
に
向
け
、
各
種
講
座
や
取
組
を
実
施

【
主
な
取
組
】


W
or
dや
Ex
ce
lな
ど
の
パ
ソ
コ
ン
講
座


ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
質
問
コ
ー
ナ
ー
（
月
１
回
）


公
民
館
ま
つ
り
で
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

①
現
状

（
パ
ソ
コ
ン
講
座
）

（
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
質
問
コ
ー
ナ
ー
）

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
）

①
現
状

②
課
題

③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組
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①
現
状

②
課
題

③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組

②
課
題

・
“自
分
の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
”か
ら
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
し
て
み
た
い
。

・
月
１
回
の
質
問
コ
ー
ナ
で
は
、
相
談
で
き
る
機
会
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

＜
各
公
民
館
の
実
績
＞
Ｒ
４
年
度

下
戸
田
４
１
件
、
美
笹
４
５
件
、
新
曽
５
１
件
計
１
３
７
件

＜
主
な
相
談
の
内
容
＞
二
次
元
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
、
W
i-F
i接
続
方
法
、
エ
ク
セ
ル
操
作

LI
NE
の
使
い
方
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
操
作
方
法

市
民
の
視
点

・
公
民
館
の
若
い
世
代
の
利
用
者
が
少
な
い
。

・
日
々
の
生
活
に
役
立
つ
IC
T活
用
方
法
を
伝
え
た
い
。

公
民
館
の
視
点
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
公
民
館
に
計
４
台
の
移
動
式
W
i-
Fi
を
設
置
（
R4
年
度
末
）
、

そ
の
後
市
民
（
一
部
貸
室
利
用
者
）
へ
の
貸
出
し
を
開
始
（
R5
.4
.1
～
）

→
貸
室
利
用
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
気
軽
に
利
用
で
き
る


オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
座
の
開
催
に
向
け
た
備
品
購
入

（
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
集
音
マ
イ
ク
等
）

→
Zo
om
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
機
能
を
活
用
し
た
講
座
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

①
現
状

②
課
題

③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組

施
設
名

利
用
で
き
る
貸
室

台
数

美
笹
公
民
館

講
習
室
・
大
会
議
室

1
下
戸
田
公
民
館
大
会
議
室
・
中
会
議

室
・
小
会
議
室
、

第
１
音
楽
室

2

新
曽
公
民
館

ホ
ー
ル
、
講
習
会
室
・

第
１
会
議
室

1

（
W
i-F
iル
ー
タ
ー
）

③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組

IC
T環
境
の
充
実

（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
座
の
様
子
）

5



③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組

①
現
状

②
課
題

③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組

講
座
（
活
用
方
法
の
紹
介
）


ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
で
の
IC
T関
連
講
座
の
実
施

→
働
い
て
い
る
世
代
に
も
講
座
受
講
機
会
を
提
供


「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
現
代
課
題
講
座
の
開
催

R6
.2
月
開
催
予
定
「
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
の
”4
つ
の
ジ
ュ
モ
ン
”」

講
師
下
村
健
一
氏
（
白
鷗
大
学
特
任
教
授
）


W
i-F
i活
用
メ
リ
ッ
ト
の
事
例
を
伝
え
る
た
め
の
講
座
や
公
民
館
ま
つ
り
で

の
Zo
om
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

→
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
と
リ
ア
ル
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
講
座

⇒
戸
田
市
IT
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
の
連
携
（
地
域
人
材
の
活
用
）

6



③
W
i-F
i活
用
に
向
け
て
の
取
組


W
i-F
iが
使
え
る
場
所
と
し
て
の
PR
を
行
う

→
公
民
館
が
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
場
所
と
な

る
よ
う
に

現
在
︓
貸
室
時
に
利
用
可
⇒
中
学
生
以
上
登
録

者
の
み

今
後
︓
い
こ
い
の
室
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
の
活

用
（
一
般
利
用
者
）
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
学
び

の
場
と
し
て
の
周
知


他
館
と
の
交
流
事
業
の
実
施

PR
相
談


デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
た
め
の
W
i-F
i環
境
を

活
用
し
た
IT
相
談

→
市
の
公
式
LI
NE
紹
介
や
、
行
政
手
続
き
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
操
作
す
る
方
法
の
紹
介
を
行
う

⇒
戸
田
市
IT
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
の
連
携

7



【
参
考
】

「
公
民
館
の
W
i-F
iに
接
続
し
て
み
よ
う
︕
」

月
に
１
回
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
質
問
コ
ー
ナ
ー
内
で
W
i-F
i

に
特
化
し
た
ミ
ニ
講
座
を
開
催
予
定
。

・
新
曽
公
民
館
→
10
月
15
日
（
日
）
13
︓
00
～
14
︓
00

・
美
笹
公
民
館
→
11
月
4日
（
土
）
9︓
00
～
10
︓
00

・
下
戸
田
公
民
館
→
11
月
11
日
（
土
）
13
︓
00
～
14
︓
00

8



資料 ＮＯ．２ 
 
 
 
 
 
 

報告事項 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令和５年第１０回教育委員会(定例会) 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 １ ９ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 
ページ 

 
① 「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）」に係る本市の取組に 
ついて･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････１ 
（学務課） 

 
② 中学校部活動関東・全国大会の結果について･････････････････････････････････････････６ 
（教育政策室） 
 
③ 不登校について考える会について･･･････････････････････････････････････････････････７ 
（教育政策室） 
 
④ 令和５年度戸田市人権教育指導者研修会の開催について･･･････････････････････････････９ 
（生涯学習課） 
 
⑤ その他 



○戸田市チーム学校運営委員会「3K（可視化、共有化、効率化）」の取組
○民間企業の社員を3ヶ月間、学校へ派遣
○学習指導要領の趣旨の実現と働き方改革の取組を車の両輪に
○学校における働き方改革に係る緊急提言（H29.8）の積極的な取組
○戸田市部活動の在り方に関するプロジェクト（ガイドラインの作成）
→100h超が目立っていたが、学校の自走もはじまり80h超が大幅に減少

時間外在校等時間の縮減に向けた取組の3ステージ

１ 市教育委員会主導による意識改革（80h超の解消）

２ 校長会ピアレビューと学校の創意工夫（市内全校への横展開）

３ 個に応じた教職員への支援

○学校行事の教育効果の再考など
→学校間格差が大幅に減少するとともに、80h超がさらに減少

○80h時間超の教職員を中心に管理職による面談を強化
○本人及び管理職に対して教育委員会事務局職員による面談
○小学校は80h超は０で、 45h超が各校数名 → 県内でトップクラス
○中学校は80h超が全体で数名、45h超が各校数名 → 県内でトップクラス
●いずれも、大会等の役員、全国大会出場の顧問など市外等の要素による
●教頭、主幹教諭、初任者など特定の職種への支援 1



○教育を取り巻く環境の改善には、教育委員会と首長部局との連携が不可欠
○市長及び教育委員から以下のような取組が考えられると発言
♦地域住民・市議会に対して「学校・教師が担う業務に係る３分類」について周知
♦人的・物的支援に係る予算措置を検討
♦保護者・地域住民からの要望等に対し市教委・首長部局含めチーム戸田市で対応

緊急提言を受けた自分事としての取組（令和5年9月～）

１ 総合教育会議

２ 校長会ピアレビュー

３ 学校運営協議会研修

○全校長が当事者意識を持ち、学校主体でできることや、一斉に取り組むべきこと等を検討
○短期（今すぐ）、中期（Ｒ6当初）、長期（3年以内）にできることを検討
○外部人材の活用及び専門家からのコンサルティングとフィードバック

○市教委主導で市内全小中学校の学校運営協議会委員・管理職の研修を実施
○緊急提言及び「学校・教師が担う業務に係る３分類」についての周知
→学校運営協議会が主体となってできることの検討
○学校運営協議会を主体として、学校の働き方改革を推進している事例の共有

４ その他
○市の広報誌に「3分類」について掲載し、市民へ啓発
○学校から保護者等に「3分類」等の啓発（学校だより、SNS、HPなど） 2



○教育を取り巻く環境の改善には、教育委員会と首長部局との連携が不可欠
○市長及び教育委員から以下のような取組が考えられると発言
♦地域住民・市議会に対して「学校・教師が担う業務に係る３分類」について周知
♦人的・物的支援に係る予算措置を検討
♦保護者・地域住民からの要望等に対し市教委・首長部局含めチーム戸田市で対応

総合教育会議 R5.9.21
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